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情報誌 ～那覇軍港跡地のまちづくりにむけて～ 

今年度は、合意形成活動全体計画≪見直し版≫に基づき、前年度に引き続き、合意形成活動全体

計画の周知活動や跡地利用に関する勉強会の開催、がじゃんびら通信の発行による地権者等の「意

識醸成」と、地主の次の世代の組織の取り組みを継続しながら、地主会理事会と次世代の会との合

同意見交換会を開催し、「組織づくり」に向けた取り組みを行いました。その活動概要をご報告い

たします。 

説明会
平成２６年

１１月９日
合意形成活動全体計画≪見直し版≫の説明会 

勉強会

平成２６年

１０月２６日

テーマ アワセゴルフ場跡地利用計画と実践について 

講 師 北中城村役場 政策参与 高嶺 晃氏 

平成２７年

１月２５日

テーマ 那覇市の再開発事業について 

講 師 那覇市農連市場地区防災街区整備事業組合 新垣 幸助理事長 

    那覇市 都市計画部 市街地整備課 

自主会 ５月～６月
・平成２５年度の活動の振り

返り 

定例会

７月以降 

毎月１回の

定例開催 

・平成２６年度の活動内容 

・アワセゴルフ場跡地の概要

・跡地利用計画提案コンペ作

品について 

・那覇軍港のまちづくりのキ

ーワード

視察会
平成２６年

９月２７日
・アワセゴルフ場跡地の視察

合同 
意見 
交換会

平成２７年

２月２２日

・次世代の会の活動報告と今

後の活動 



前年度に引き続き、跡地利用計画の計画づくり

に取り組める環境を整えるにあたり、地権者の皆

様に今後の活動内容を知っていただき、取り組み

に積極的に参加してもらえるよう、合意形成活動

全体計画≪見直し版≫の説明会を開催しました。

お忙しい中、ご参加いただき、誠にありがとう

ございました。 

参加者からの主なご意見をご紹介します。 

第２ステージへの移行に向けた合意形成活動達成目標のひとつである「合意形成活動全

体計画の更なる周知」の達成に向け、皆様がより参加しやすい形を検討し、今後も継続し

て開催していきますので、多数のご参加お待ちしております。 



第２ステージへの移行期間における勉強会では、地権者の皆様が返還後の土地活用につい

て、幅広い知識を持って様々な選択肢の中から考えられるようになることを目的とし、県内最

大規模となるイオンモール沖縄ライカムが開業予定の「アワセゴルフ場跡地」と、農連市場を

中心とした「那覇市の再開発事業」をテーマに開催しました。 

第１回勉強会では、北中城村役場 政策参与 高嶺 晃氏を

招き、「アワセゴルフ場跡地利用計画と実践について」と題

してご講演いただき、意見交換を行いました。 

第２ステージへの移行に向けた合意形成活動達成目標のひとつである「土地活用に関す

る知識の習得」の達成に向け、今後も継続して勉強会を開催していきます。 











第２回勉強会では、那覇市農連市場地区防災街区整備事業

組合 新垣 幸助理事長、那覇市 都市計画部 市街地整備課

を招き、「那覇市の再開発事業について」と題してご講演い

ただき、意見交換を行いました。 











「がじゃんびら通信」の内容及び那覇軍港返還に関するお問い合わせ・ご相談は下記まで 

おたずねください。 

那覇市 総務部 那覇軍港総合対策室 担当：上原、濱川、又吉、高良 

TEL：098-861-6906 FAX：098-861-4092 

E-mail: s-heidan001@neo.city.naha.okinawa.jp 

毎月１回の定例会や先進地視察会をとおして、様々な跡地利用の考え方

を学び、それらを参考に、那覇軍港のまちづくりを考える際の“キーワー

ド”について意見交換しました。 

地主の皆様が取り組む活動が途切れることなく、また、将来に希望が持てるまちづくりの実

現に向けて、早い段階から将来のまちづくりを考えることを目的に、前年度から始まった、地

主の次の世代から構成される「那覇軍港のまちづくりを考える次世代の会」。 

来年度は、第２ステージへの移行期間の最終年度となります。前年度からの活動を踏まえ、

合意形成活動達成目標の達成度合いを評価し、第２ステージへ移行できるかを判断します。 

目標の達成にあたり、皆さまのご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。 

那覇軍用地等地主会理事会に、次世代の

会のこれまでの活動内容と今後の活動イメ

ージを報告し、今後の活動についてご助言

いただきました。 

整備中の現場を視察し、北中城村とアワ

セゴルフ場土地区画整理事業組合から、現

在の跡地利用に至るまでの経緯や土地活

用の仕組み、組織づくりについてご説明い

ただきました。 








